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議員１３人が一般質問

質
問
　
昨
年
の
稲
作
は
、
内
陸

部
で
１
等
米
比
率
　
％
で
あ
っ

９８

た
の
に
対
し
、
本
町
は
　
％
と

６６

低
く
規
格
外
も
多
か
っ
た
よ
う

だ
。
ま
た
、
原
油
高
の
影
響
に

よ
り
肥
料
農
薬
等
生
産
資
材
の

経
費
が
膨
ら
む
一
方
、
米
価
が

下
落
し
て
い
る
こ
と
は
稲
作
農

家
に
と
っ
て
大
き
な
痛
手
と

な
っ
て
い
る
。
農
業
者
の
高
齢

化
が
進
む
中
で
、
こ
の
よ
う
な

状
況
が
続
け
ば
、
さ
ら
に
耕
作

放
棄
地
が
増
え
る
の
で
は
と
 危
 
き

考
え
農
業
委
員
会
、
山
田
町
認

定
農
業
者
連
絡
協
議
会
や
県
な

ど
関
係
機
関
と
連
携
し
て
、
遊

休
農
地
を
活
用
し
た
ソ
バ
、
飼

料
用
ヒ
エ
や
稲
の
作
付
け
、
遊

休
農
地
の
草
刈
り
な
ど
を
行
っ

て
き
た
。
ま
た
、
中
山
間
地
域

等
直
接
支
払
制
度
や
農
地
・
水
・

環
境
保
全
向
上
対
策
事
業
に
よ

る
耕
作
放
棄
地
の
解
消
に
も
努

め
て
い
る
。
今
後
も
引
き
続
き

遊
休
農
地
の
活
用
啓
発
を
図
っ

て
い
く
。

質
問
　
轟
木
児
童
館
は
、
平
成

　
年
度
児
童
数
の
推
移
な
ど
を

２１勘
案
し
、
健
全
育
成
型
へ
の
移

行
の
時
期
を
検
討
す
る
と
の
こ

と
だ
が
、
児
童
数
も
急
激
に
減

ら
ず
に
推
移
し
そ
う
で
あ
り
、

こ
の
ま
ま
で
も
い
い
と
思
う
が

今
後
の
町
の
方
針
を
問
う
。

沼
崎
町
長
　
轟
木
児
童
館
運
営

に
つ
い
て
は
、
事
務
事
業
の
効

率
化
を
図
る
た
め
、
山
田
町
の

行
政
改
革
事
項
の
実
施
計
画
書

（
集
中
改
革
プ
ラ
ン
）
に
お
い
て
、

平
成
　
年
度
か
ら
健
全
育
成
型

２１

へ
移
行
す
る
旨
が
定
め
ら
れ
て

い
る
。
集
中
改
革
プ
ラ
ン
で
は
、

健
全
育
成
型
に
移
行
す
る
に
当

た
り
、
児
童
数
の
推
移
な
ど
を

勘
案
し
、
移
行
時
期
を
検
討
す

る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
轟
木
児
童
館
の
入
所
児
童
数

の
推
移
を
見
る
と
、　

年
度
で

１５

　
人
が
　
年
度
で
は
　
人
と
減

２５

１９

１７

少
し
、
　

年
度
の
入
所
児
童
数

２０

も
　
人
程
度
し
か
見
込
め
な
い

１２
状
況
で
あ
る
。

　
以
上
の
状
況
か
ら
、
集
中
改

革
プ
ラ
ン
に
従
い
健
全
育
成
型

へ
の
移
行
を
進
め
て
い
く
が
、

保
護
者
や
地
域
住
民
の
理
解
を

得
る
た
め
の
努
力
を
重
ね
て
い

く
。

 惧
 さ
れ
る
が
、
耕
作
放
棄
地
の

ぐ解
消
対
策
に
つ
い
て
問
う
。

沼
崎
町
長
　
耕
作
放
棄
地
増
加

要
因
と
し
て
は
、
国
に
よ
る
過

剰
米
対
策
と
し
て
の
生
産
調
整

の
さ
ら
な
る
拡
大
、
農
産
物
価

格
の
長
期
低
迷
や
生
産
コ
ス
ト

の
高
騰
に
よ
る
農
業
経
営
意
欲

の
低
下
、
高
齢
化
な
ど
に
よ
る

農
業
従
事
者
の
減
少
が
考
え
ら

れ
る
。「
耕
作
放
棄
地
の
解
消

策
」
だ
が
、
担
い
手
に
関
心
を

持
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
肝
要
と
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